
別紙様式２ 
 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                          市町村名（ 指宿市 ）        

事  業  名 
令和５年度指宿を自慢できる子どもづくり事業 
～発見！いぶ好き探検隊～開聞岳への挑戦～ 

実施時期 令和６年３月３日(日) 

趣旨又は目的 

全ての児童生徒に子どもの頃から本市の魅力を体感できる活動に参加してもらう
ことで，将来的に本市を自慢することのできる成人の育成，そして保護者・育成者も
これに帯同してもらうことで本市の素晴らしさを保護者・育成者が認知し，子どもと
共感してもらうことを目指す。 

併せて，本市の社会教育にかかわる者へ活躍の場を与えることにより，指導者とし
ての資質向上を図るとともに，社会教育団体の連携強化，それぞれの団体活動内容の
周知，活性化を図る。 

参  加  者 
 
（人 数） 

全体：102名 
（小学生：９名，中学生：７名，高校生：20名，保護者・指導者：８名 
 スタッフ：58名） 

活 動 概 要 

・ １班10～12人程度の班を６班編成し，朝８時から登頂を開始した。各班は小学 
生～高校生，そして大人と異年齢の集団となっており，互いに声を掛け合い，助
け合いながら登山を楽しんだ。 

・ ２月中旬には開聞岳の歴史や地理的特徴を学ぶ研修会も実施しており，学んだ
ことを思い出しながら実際の様子や頂上からの景色を味わった。 

・ 下山後は社会教育関係団体が作ったカレーを参加者全員で食べた。 
・ この体験を通して，故郷の魅力を発見・再認識し，故郷を自慢に思える青少年

を育成することができた。 

活 動 写 真 
 

[説 明] 

 

 
※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 

集合写真（下山後） 



別紙様式２ 
 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                          市町村名（  南さつま市  ）       

事  業  名       市子連イン・リーダー研修会 実施時期 令和６年３月２日（土） 

趣旨又は目的 子ども会活動を活性化させるために、子ども会リーダーにふさわしい
考え方や態度を養い、技術・知識を習得することを目標として行う。 

参  加  者       
 
（人 数） 

南さつま市子連の単位子ども会イン・リーダー 
 ※イン・リーダーとは、単位子ども会の会長、副会長を言う。 
 総計３１人（５年生２０人 ６年生１人 中学生１人 指導者９人） 

活 動 概 要       

 
８:４０～ ９:００ 受 付 
９:００～ ９:１５ 班編成 
９:１５～ ９:４５ 入所式 オリエンテーション 

 ９:４５～１１:０５ 研 修 アイスブレイキング 
１１:１５～１１:４５ 研 修 安全啓発研修 
１１:５０～１２:３０ 昼 食 
１３:００～１４:３０ 研 修 フォトアドベンチャー 
１４:４０～１５:１０ 講義・演習 年間活動計画作成演習（発表） 
１５:１０～１５:４０ まとめ 反省用紙記入 
１５:４０～１６:００ 退所式 
１６:００       解 散 
 

活 動 写 真       
 

[説 明] 

 
   

 

 

 

 

 

 

   【アイスブレイキング】       【フォトアドベンチャー】 

  

    

  

 

 

 

 

             【最後に全体写真】 

  
※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 



別紙様式２ 
 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                          市町村名（   南九州市   ）       

事  業  名 第３回南九州市校外生活指導連絡会 実施時期 令和６年２月16日 

趣旨又は目的 
児童生徒の健全な育成のための学校内外における生徒指導の充実を図ることを

目的とする。 
 

参  加  者 
 
（人 数） 

53人（小・中・高校の校長・生徒指導主任，ＰＴＡ会長，行政など） 

活 動 概 要 

帰宅時間・外出，遊技場等への出入りなどの共通理解事項を確認した後，小・中・
高校ごとに分かれて，①春休みの生活指導について ②各学校で問題になっているこ
と ③各学校での生活指導・生徒指導上の共通実践事項などについて話し合い，分科
会での内容が報告された。 

活 動 写 真 
 

[説 明] 

 

  
※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 

共通理解事項の確認をする

学校関係者 
小・中・高校ごとに分かれて

話し合う学校関係者 



別紙様式２ 

令和６年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                          市町村名（    枕崎市   ）       

事  業  名       令和５年度枕崎市生涯学習フェスティバル 実施時期 令和６年２月４日（日） 

趣旨又は目的 

〇青少年の健全育成の表彰や令和５年度の子供から大人までの枕崎市民の学びを
広く市民に発表する活動、学習成果としての作品展示、子育てや青少年の健全育
成に関する講演等を通して、「豊かな人間性と文化を育む、ゆとりに満ちたまち
づくり」へとつなげていくことを主たる目的として開催した。 

参  加  者       
 
（人 数） 

２８５人が参加 

活 動 概 要       
① 青少年の健全育成功労団体と個人の表彰を行った。 
② 令和５年度の学びの成果を作品の展示や活動発表を通して全体で共有した。 
③ 講演会では、子育てや青少年の健全育成に関連する講演を行ってもらった。 

活 動 写 真       
 

[説 明] 

 

※活動写真には，キャプションを入れてくださると分かりやすいです。 

〇前半の部は、総合司会を高校生が務め、青少年健

全育成・社会教育推進における功労者への表彰を行

い、ジミー入枝氏による講演会を開催した。後半の

部では、市内自主学習グループによる活動・体験発

表を行った。 

総合司会を務めた高校生 青少年健全育成の表彰 県青少年国際交流体験発表 

ジミー入枝氏の講演 塩屋子ども会の活動発表 

学習成果の作品展示 

自主学習グループの活動発表 


